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第 1章 神庭荒神谷青銅器の復元
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第 2章 青銅器埋納 跡調査表

島根 県教 育委員会 は荒神 谷遺跡報告書作成事業 の一環 として、神庭荒神谷遺跡関連資料並 び

に青銅器 出土遺跡の調査 を実施 した。 その趣 旨は、神庭荒神 谷遺跡出土青銅器 と同型式 あるい

は関連す る資料 を調査 し、併せ てその出土地′点を踏査 す るこ とで、青銅器 の出土地′点や 出土状

況 を再確認 し、比較検討 して神庭荒神 谷遺跡及び出土青銅器 の特徴 を正確 に把握 しようとい う

ものであ る。実 際に調査対象 としたのは神庭荒神 谷青銅器 と同型式の銅剣、銅矛、銅鐸 ない し

複数器種 、複数埋納 の青銅器 で、各地 の研究者の協 力 を得 て調査 した遺跡は1991年か ら1995年

までの 5年間で、西 日本 の16府県 100遺跡余 りにのぼ った。この調査表 は、調査 した遺跡の立地

や青銅器 の出土状況 な どを、 その時の調査 カー ドを基 に写真 を交 えて報告す るものであ る。

几  例

1、 この調査表に掲載した遺跡は、神庭荒神谷遺跡出土青銅器に関連する青銅器を出上した遺跡のうち、報

告書作成事業実施中に調査できた遺跡のみを掲載した。

2、 表中の「番号」は付編第 3章の青銅器地名表の遺跡番号と同一である。 (鐸)は銅鐸地名表を、 (武)は
武器形青銅器地名表を表す。「所在地Jは なるべ く現在の住所表示に合わせた表記を行った。

3、 「所有者」並びに「保管場所」については判明しているもののみ記入した。「文献」はなるべ く初出のも

の、出土状況の詳しいもの一篇のみとし、その他は付編第 4章の文献一覧にまとめて掲載した。

4、 上林里遺跡以外の「遺跡の位置図」は国土地理院発行の 5万分の 1の地図に遺跡の位置を落したもので

ある。「遺跡写真」の遠景写真には青銅器の出土地点を矢印で示した。埋納坑の確認された遺跡について

は「備考」に埋納坑の実測図を掲載した。また、現地に同行していただいた方を「備考」に記した (敬称略)。

番   号 遺跡名 1上藤重遺跡 所 在 地
全羅北道完州郡

伊西面上林里
発見年 1975年

青銅器の

種  類

剣
　
　
　
鐸
　
　
　
矛

中国式銅剣A型 (桃 氏剣)26

立   地

全北道中央を東流する萬頃江の一支
流が形成する谷に面した小谷の商向
斜面に立地。尾根自体は標高50m弱
の微高地。

所有者 国立全州博物館

管
所

保
場

国立全州博物館

発見の経緯
地元の人が畑の苗木を掘 っていて発

見。

指定の

状 況

遺跡

遺物

伴出遺跡 な し 出土状 況

26本が鋒を東に向け、東ねていたか
のように整然と東西にほぼ水平に出
こと。 文  献

全榮茶「完汁上林里出土中国式
銅剣に関してJ『全北遺跡調査報
告♂ 6 全州博物館 1976年

遺跡の位 置図 (全州市地図) 遺 跡 写 真 捕 考

了す下漁言_愚Gゝ

為¬

＼
碑
イ
声

― _N

塗ヰさ1澪尊重丘

撒

銅剣は鋳造後の研磨なし。柄部、刃部等
に鋳造痕そのまま残る。
同行者 全榮茶

調査年月日 11994年 3月 24日

調 査 者 1足立克己



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

番  号
(鐸 )

福井 3
遺跡名1界嵩遺跡 所 左 地 福井県坂井郡春江町井向島田 発見年 1868早

青銅器の

種  類

銅父U

飼鐸 2個 (或いは3個 )

①外縁付銀l式 二・三区流水文
②菱環鉦2式 四区袈裟欅文
(③外縁付飢2式 三区流水文)

銅矛

立   地
九頭竜川支流で福井平野を流れる兵

庫川の旧自然堤防上。

所有者
①辰馬考古資料館
②富田重助
③明治大学考古学研究室

管
所

保
場

①反馬考古資料館
②富田重助
③明治大学考古学研究室

発見の経緯 懇鍬作業中発見。

指定の

状 況 宝国

跡

　

物

遺

　

遺 (①のみ)

伴出遺物 な し 出土状況
下縁部を接 してほぼ水平に埋められ
ていた。 文 献 梅原木治『銅鐸の研究ど1927年

遺 跡 の位 置 図 (三 国・福井 ) 遺 跡 写 真 備 考

| 十

''1郊離|
触ユ

同行者 冨山正明

ワ _(

螂 純
再覇騨へ   【下兵

哺
∵

丁
井
向

絢 西
調査年月日 11994年 2月 28日

調 査 者 1足立克己・勝瀬利栄

番  号
(意遷暑)

福井 5
遺跡名 米ヶ協遺跡 所 在 地 福井県坂井郡三国町米ヶ脇 発見年 1926年

青銅器の

種  類

外縁付鉦 2式四区袈裟欅文

銅 矛

立   地
九頭竜川河日に広がる標高約30mの
安山岩台地上。

所有者 三国町

管
所

保
場

みくに龍翔館

発見の経緯
京福電鉄三国芦原線敷設工事中、旧

東尋坊口駅付近で発見と伝わる。

指定の

状 況

遺跡

遺物 県指定右形文化財 (考古

資料 )

伴出遺物 な し 出土状況 不 明
文  献

印牧邦雄「坂井郡雄島村米ヶ協
出上の新銅鐸についてJ

『福井県文化財調査報告』 1

1951年

遺跡の位 置図 (三 国) 遺 跡 写 真 備 考

《

日本海側で最北端の出土地。

同行者 冨山正明

調査年月 日 11994年 2月 28日

査調 者 1足立克己・勝瀬利栄



慧碧笹占苗遺跡 大阪府八尾市恩智垣内山

生駒山地南部の西に開いた小谷の斜

面部。出土地点は標高70～ 80mと 思
われるが特定できない。

東京国立博物館

銅剣

銅鐸 外縁鉦 2式二区流水文

銅矛
山崩れによる。

梅原末治「河内恩智新発見銅鐸
調査報告」『民族 と歴史』65
1921年

遺 跡の位 置図 (大阪東南部 )

同行者 成海佳子

1992年 1月 27日

渡辺貞幸・柳浦俊一

番  号
(鐸 )

大阪33
遺跡名 跡部遺跡 所 在 地 大阪府八尾市春日町 1丁 目451 発見年 1988FF

青銅器の

種  類

銅 剣

銅鐸 扁平鉦式流水文

立  地 沖積平野徴高地
所 有 者 入尾市教育委員会

管
所

保
場

入尾市教育委員会

発見の経緯 下水道工事に伴う発掘調査

指定の

状 況

遺跡

遺物

伴出遺物

土器片、銅鏃

(埋納時期 は中期末以降、後期末以

前)

出土状況 埋納坑に鮨を立てて横位で出土。
文  献

八尾市教育委員会『跡部遺跡』
1989年

遺跡の位 置図 (大阪東南部) 遺 跡 写 真 備 考

姶

』脚 聰 」蝉 引瞬騨冷S 調 査 者 1渡辺貞幸・柳浦俊一



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

番  号
愛詈上 1遺

跡名
1負

比遺跡 所 在 地 兵庫県豊岡市気比溝ロ 発見年 1912年

青鋼器の

種  類

銅 矛

立  地
気比川河日都に突出する尾根の先端
山裾。

所有者 文化庁

管
所

保
場

東京国立博物館

発見の経緯 石材採取時に発見。

指定の

状 況

跡
　
物

Ｈ逗
　
遺

市指定

重要文化財

伴出遺物 な し 出土状況

高さ4m程度の巨岩の裏側の閉塞石を

もつ岩穴から出土。銅鐸 4個 を鰭を立て

て横たえ、その下に径 1～ 2寸の河原石
と貝殻 (カ キ及びニナ類)を敷く。覆土

4～ 5尺 (120～ 150cm)。

文  献 梅原末治『銅鐸の研究」1927年

遺 跡 の位 置 図 (城崎 ) 遺 跡 写 真 備 考

歓i=Ⅷ
範

―――|

①3号の鋳型が茨木市東奈良遺跡から出
土

04号は陶器鐸と同範
O出土状況については埋納方法が古代の

ものではないと疑問視するもの多い
O岩穴は南北幅 2尺 4～ 5寸 (72～ 75cm)

奥行 5～ 6尺 (150～ 180cm)

①閉墓石は幅 5尺、高さ5尺、厚さ 1尺
(150× 150× 30cm)

同行者 瀬戸谷皓

調査年月日 11993年 2月 1日

調 査 者 1足立克己・広江耕史

番  号
(鐸 )

兵庫13
遺跡名1度卑筆身為望遺跡 所 在 地 兵庫県三原郡西淡町松帆 発見年 16864F

青銅器の

種  類

外縁付鉦 1式四区袈裟欅文

立   地
西に播磨灘を臨む低丘陵先端部緩斜
面。

所有者 日光寺

管
所

保
場

日光寺

発見の経緯 地崩れにより出土。

指定の

状 況

遺跡

遺物

伴出遺物 銅 舌 出土状況 3個 または 8個出上 したという。
文 献 梅原末治『銅鐸の研究』1927年

遺 跡 の位 置 図 (洲本 ) 遺 跡 写 真 備 考

ぎ
烈

慶野組鐸 (外縁付鉦 1式 4区袈裟欅文)、

淡路島内の個人蔵鐸もここからの出土と
推定。
8個同時埋納かどうかは諸説あり。また、
舌も1個 と数えた可能′性もある。
同行者 浦上雅史

l

調査年月日 11992年 1月 25日

調 査 者 1渡辺貞幸 。〃H浦俊一



兵庫県三原郡緑町倭文庄田字笹尾

ε同会」

銅鐸 外縁付鉦 2式二区流水文 1

銅矛

山腹 (標 高かなり高い位置)。 南西方
に広がる三原平野からは完全に目隠
し状態の位置にあたる。

東京国立博物館

牧草地造成中に発見。

田中巽「近時の銅鐸の出土に就
いて」『西田先生頂寿記念古代史
論集』1960年

遺 跡 の位 置 図 (洲本・由良 )

出土地は原地形とあまり変っていないか

恩智垣内山、神戸木ノ根と同危。
同行者 浦上雅史

1992年 1月 25日

渡辺貞幸・柳浦俊一

兵庫県神戸市東灘区住吉町渦ヶ森

鋼剣

銅鐸 扁平鉦式四区袈裟欅文

銅矛

住吉川の支流、西谷川の開いた谷の

南東斜面に立地。現在は団地の一角
で、原地形は夫なわれている。

東京国立博物館

梅原木治「銅鐸に関する若子の

新知 見J『歴 史 と地 理』334
1941年

遺 跡 の位 置 図 (大阪西北音p

同行者 喜谷美宣・森田稔

1992年 1月 24日

渡辺貞幸・柳浦俊一



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

番  号
(鐸 )

兵庫33
遺跡名 桜ヶ丘遺跡 所 在 地 兵庫県神戸市桜ヶ丘町 発見年 1964年

青銅器の

種  類 革零斌
銅丈

大阪湾聖銅支 7

二区流水文 2
四区袈裟欅文 1

二区流水文 1
四区袈裟欅文 5

六区  〃  5

立  地 山頂 よりやや下った斜面。
所有者 神戸市立障物館

管
所

保
場

神戸市立博物館

発見の経緯 土取作業中に発見。

指定の

状 況 一玉国

跡

　

物

堂還
　
　
壇追

伴出遺物 な し 出土状況

発見者の証言か ら、鰭 を上下に して

置かれてお り、 6号鐸のみが鰭を水

平に して置かれていたと推定される

銅支はその 6号鐸の東側にやや離れ

て置かれた 3個の下か ら出土。

文  献
『桜 ヶ丘銅鐸・銅文劃桜 ヶ丘銅
鐸・銅支調査委員会 1969年

遺跡の位 置図 (神 戸) 遺 跡 写 真 備 考

ヤエ・＝庁螂鞠韓

同行者 喜谷美宣・森田稔

番  号
(も彊酔)

兵庫37
遺跡名 野々間遺跡 所 在 地 兵庫県氷上郡春日町野上野野々間 発見年 1981(昭和56)

青銅器の

種  類

銅 剣

銅鐸

lζtt3量を書塁曇毯皇

欅文

銅矛

立   地

春 日盆地に向かって伸びる妙見山の

尾根の先端部。平担部か らの比高は

10m前後。

所有者 春日町教育委員会

管
所

保
場

春日町歴史民俗資料館

発見の経緯
山道沿いの崖面で自然薯掘 りをして
いる際に発見。

指定の

状 況

遺跡 県指定史跡

遺物 県指定文化財 (考古資料 )

伴出遺物 な し 出土状況

南北 3m以上、東西約35mの平面不
整円形を呈するテラス状の 2基の埋

納墳に底面から高い位置に、 1号鐸
は直立、 2号鐸は鰭を水平にして鉦
を高くして置く。

文  献
兵庫県氷上郡春日町『野々間遺
跡暫1990年

遺跡の位 置図 (篠 IH) 遺 跡 写 真 備 考

春

章

ヽ

0埋納順序は 2号鐸の次に 1号鐸が埋納
O湯 まわりが悪 く、表面がなめった状態

雨 :鵞
繹i募

諄
（
・ｋ

調査年月日 11993年 2月 2日

調 査 者 1足立克己・広江耕史



番  号
登書塾81勘 名

1安
梃器を勘 所 在 地 兵庫県豊岡市九日市遠ノ下 発見年 1991年

青銅器の

種  類

0同貪」

銅鐸 突線錘 2式 (破 片)1

銅矛

立   地
円山川が形成 した沖積地に流れ出る

小支流が形成する扇状地の先端部

所有者 豊岡市教育委員会

管
所

保
場

豊岡市郷土資料館

発見の経緯

豊岡市下水道課発注の「八条 1号雨
水幹線整備工事」現場で工事のあげ
上の中から採集

指定の

状 況

跡
　
物

連患
　
遺

伴出遺物 土 器 片 出土状況
文  献

瀬戸谷階「 3年の調査のなかか

ら」『豊 岡発掘 だ よ り倒第68号

1991年

遺 跡 の 位 置 図 (城崎 ) 遺 跡 写 真 備 考

詠

ドぐ

翻 |＼|

鰈

娑基
=Ⅲ

i●

O破砕されたと考えられている。
同行者 瀬戸谷略

調査年月日 11993年 2月 1日

調 査 者 1足立克己・広江耕史

番   号
(武 )

兵庫 1
遺跡名 平松遺跡 所 在 地 兵庫県佐用郡南光町平松 発見年 1887年頃

青銅器の

種  類

中細形 b類 ユ

銅 矛

立   地
千種川の西岸、通称ゴロウ山 (標 高
200m)の 急峻な山麓

所有者 天一神社

管

所

保

場
毎年の年番宅

発見の経緯 石取 り場の採石中 ?

指定の

状 況

遺跡

遺物 県指定文化財 (考古資料 )

伴出遺物 不 明 出土状況
「種み石の下Jよ り発見 (島 田1926年

による) 文  献

島田貞彦「播磨国佐用郡平松発見
の銅剣コ人類学雑誌411 1926
年

遺跡 の位 置図 (佐用) 遺 跡 写 真 備 考

薮

同行者 種定淳介

調査年月日 11994年 3月 1日

調 査 者 1平野芳英・宍道年弘



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

兵庫県赤穂郡上郡町別名

銅剣 東部瀬戸内系平形銅剣 3

銅鐸

銅矛

安室川の右岸、標高204mの 丘陵の東
麓斜面。

有年考古館

有年考古館

直路工事のための採土中。

移動した上の中からの発見で不明。
剣に付着した腐植土から地表近 くに
あったものと思われる。

高橋久志・松岡秀夫
『兵庫県上郡町別名出上の銅剣』
有年考古館研究報告 第二揺
19834F

遺跡の位 置図 (上郡)

1994年 3月 1日

平野芳英・宍道年弘

兵庫県三木市別所町

銅剣 中細形銅剣
(吉 田広の中細形D類 )

銅鐸

銅矛

加古川と支流の美嚢川の合流地点に
突き出した丘陵上の鞍部

所有者の藤本氏によると上に突き刺
さるように埋もれていたという。 三木市史「考古学からみた二木

地方の古代」1970年

遺跡の位 置図 ( )

調査年月日 1994年 2月 28日

平野芳英・宍道年弘



兵庫県西宮市甲山

六甲山塊東端にある独立峰の山頂

(中央よりやや南寄 り)南方・東方の

眺望は時にすばらしい。

西宮市教育委員会

,同貪」

銅鐸

銅矛

西宮市教育委員会

武藤誠「銅剣の新資料一―甲山
から出上した銅貪Uに ついて」F西

宮文化』17号  1971年

遺跡の位 置図 (大阪西北部)

同行者 合田茂伸

1992年 1月 26日

渡辺貞幸・柳浦俊一

番  号
(式 )

兵庫 8
遺跡名 古津路遺跡 所 在 地 兵庫県源郡西淡町松帆古津路 発見年 1966年

青銅器の

種  類

中細形銅剣 b類 13

銅 鐸

銅 矛

立   地
砂丘上。本来は自然提防上の徴高地
か 。

所有者 文化庁

管
所

保
場

国立歴史民俗博物館

発見の経緯 土砂採取工事中発見。

指定の

状 況

跡
　
物

遺
　
遺

伴出遺物 な し 出土状況 不明。
文  献

武藤誠・三木文雄
「三原郡西淡町古津路出上の銅
剣」『桜ヶ丘◆同鐸,同 支』1969年

遺 跡 の位 置 図 (1専 F蜀 海峡 ) 遺 跡 写 真 備 考

一　
　
・
卜
↓ノ

浦上雅史

調査年月日 11992年 1月 25日

調 査 者 1渡辺貞幸・柳浦俊一



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

番  号
(鐸 )

奈良17
遺跡名 大福遺跡 所 在 地 奈良県桜井市大字大福820 発見年 19854F

青銅器の

種  類

剣
　
　
　
倅
　
　
　
矛

突線鉦 I式袈裟欅文

立   地
扇状地 (2号方形周溝墓の溝の内側
に存在 )

所有者 桜井市教育委員会

管
所

保
場

桜井市埋蔵文化財センター

発見の経緯 小学校造成に伴う発掘調査中発見

指定の

状 況

遺跡

遺物 県指定有形文化財 (考古
資料)

伴出遺物

銅鐸に直接伴うものはないが、方形

周溝墓の造営と溝内出土遺物から、
銅鐸の時期は弥生時代終末～纏向 1

式期。

出土状況
埋糸内坑 (長径 58cm、 短径 25cm、 深さ
18cln)の 中に鰭部 を下にして置 く 文 献

桜井市教育委員会
『大福遺跡一大福小学校地区―
発掘調査概報』1987年

遺跡の位 置図 (桜井 ) 遺 跡 写 真 備 考

鐸身に赤色顔料付着

〆

〔
「れ

｀`
そ

` ( 

「
;;テ

房
iii〒

i

帯
鼻
副
印 }鞘 |・ 百拶

「拝
．〓

キ
・〓 藩

暗祗:

響
|どき

°
:F:

調査年月 日 11994年 2月 23日

調 査 者 1東森市良・西尾克己

番   号
(鐸 )

鳥取 1
遺跡名 1入宿銅鐸出土地 所 在 地 鳥取県東伯郡八橋字龍王 発見年 1901年

青銅器の

種  類

1同貪J

銅鐸 扁平鉦式四区袈裟欅文  1

銅矛

立   地
日本海が望める標高30mの低丘陵先
端部

所有者 高津義家

管
所

保
場

京都国立博物館

発見の経緯 不祥

指定の

状 況

遺跡

遺物 県指定保護文化財 (考古
資料)

伴出遺物 出土状 況 不 祥
文  献

『鳥取県史蹟勝地調査報告書』第
二冊 鳥取県 1924年

遺跡の位 置図 (赤崎 。大山) 遺 跡 写 真 備 考

「導
蜃

ギ

々

維

八
同行者 野田久男 。大賀靖浩

r

刻「ただ以今 1潔汁
調査年月日 11993年 3月 3日

調 査 者 1東森市良・西尾克己



番   号
(巧遷畢)

鳥取 2
遺跡名 1槃堂銅鐸出土地 所 在 地 鳥取県東伯郡北条町米里ゾウガラ 発見年 18974F

青銅器の

種  類

多同貪」

外縁付飢式四区袈裟欅文

銅 矛

立   地 谷部の低丘陵の山裾
所有者 現存せず

管
所

保
場

発見の経緯 開墾中発見

指定の

状 況

跡
　
物

塩違
　
　
亡還

伴出遺物

直良の報文には銅鐸の横 lmか ら土

器が出土とンているという。弥生後期
土器か古式上師器と考えられるが、
鋼鐸との関係は、はっきりしない。

出土状況
文  献

直良信夫 匡伯者米里発見の銅鐸
とその出土状態」『考古学雑誌』
1910 1929年

遺跡の位 置図 (倉吉) 遺 跡 写 真 備 考

/ζ i― 掌
F ~■三  r

r■
=´

 、

傑
”

４
ヘ

同行者 野田久男

ん

＼
調査年月日 11993年 3月 3日

調 査 者 1東森市良・西尾克己

番   号
(鐸 )

鳥取 3
遺跡名 泊村小浜銅鐸出土地 所 在 地 鳥取県東伯郡泊村小浜 発見年 1933年

青銅器の

種  類

銅倅 外縁付鉦 1式二区流水文

立   地
日本海を望む標高78mの尾根上に位
置する。

所有者 東京国立博物館

管
所

保
場

東京国立博物館

発見の経緯 開墾中発見

指定の

状 況

跡

　

物

遺

　

置 国重要文化財 (銅音とも)

伴出遺物 銅 舌  2 出土状 況
文  献

倉光清六「伯者新発見の銅鐸J

『考古学』43 1933年

遺跡の位 置図 (青谷) 遺 跡 写 真 備 考

ツ
ク
は
各
確
ヤ仁
塚

|lili:1lf

井遵

現在の正式な遺跡名称は『池ノ谷第 2遺
跡』。

合計 5個の同範銅鐸が判明 している。

同行者 野田久男

韻炉///(ド ミ`＼

後

判

メ

調査年月日 11993年 3月 3日

調 査 者 1東森市良 。西尾克己



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

番   ; 置霰七十勘名小田銅鐸出土地 所 在 地 鳥取県倉吉市小田字樋ノロ 発見年 1947～ 1948年 頃

青銅器の

種  類

¢同父」

外縁付鉦2式四区袈裟欅文
扁平錘式六区袈裟欅文 1

銅 矛

立   地 平野に突出した標高40mの丘陵先端。
所有者

足羽弘研 (外縁付鉦 2式 )

倉吉市 (扁平鉦式)

管
所

保
場

倉吉市立倉吉博物館

発見の経緯 軍人墓地の造成中発見。

指定の

状 況

遺跡

遺物 県指定保護文化財 (考古

資料 )

伴出遺物 な し 出土状況
文  献

谷田亀寿「弥生時代」『倉吉市誌倒
1956年

遺跡の位 置図 (倉吉) 遺 跡 写 真 備 考

∞
竿

誹献
名越勉氏同行

〉

佛理郎へ串一一弾一

府４ 祀,4

レヘ 予

調査年月日 11993年 3月 3日

こ`= 
イン′ 調 査 者 1東森市良 ,西尾克己

鳥取県入頭郡郡家町下坂字東梶平 1912F手 9月 26日

0同貪U

銅鐸 外縁付鉦 2式四区袈欅文

銅矛

ヒダ状の丘陵地の斜面
鳥取県立博物館

鳥取県立博物館

1912年 9月 26日 、地元の人による草
刈中に、山くずれの赤土の中に1/21ま

ど飼鐸が現われているのを発見する。

山くずれの赤土中からの採集。
『郡家町誌』1969年

遺 跡 の位 置 図 (若桜 )

1995年 3月 10日

内田律雄・久家儀夫



番  号 督記11勘名高住銅鐸出土地 所 在 地 鳥取県鳥取市高住地内 発見年 1936～ 1938年 頃

青銅器の

種  類

扁平鉦式一区流水紋

銅 矛

立  地 丘陵斜面
所有者 森本節夫

管
所

保
場

鳥取市立郷土民俗資料範

発見の経緯

地元の人がウサギのワナを仕掛ける
ために斜面を掘ったところ銅鐸が顔
を出した。

指定の

状 況

跡
　
物

遺
　
遺

伴出遺物 な し 出土状況 丘陵斜面から掘 り出す。
文  献

鳥取県教育委員会『′鳥取県文化
財調査報告書』第一集 1960年

遺跡の位 置図 (鳥取南部) 遺 跡 写 真 備 考

ヽ

ぜ

・、

絢

青

島
伝出土地は発見者がすでに亡 くなってお

り、「北野神社南方の谷」という他には不
明となっている。候補地は三箇所あり(う

ち、一箇所は字宮ノ谷)。

,ノツー滅

鍵

γ
‐
/

調査年月日 11995年 3月 ■ 日

調 査 者 1内 田律雄・久家儀夫

番  号
(鐸 )

鳥取12
遺跡名 1嘉井銅鐸出土地 所 在 地 鳥取県岩美郡岩美町新井上屋敷 発見年 1950年

青銅器の

種  類

外縁付鉦 2式二区流水紋

銅 矛

立   地 丘陵南側斜面
所有者 文化庁

管
所

保
場

京都国立博物館

発見の経緯 梨園造成中に発見。

の
況

定指
状

跡
　
物

塩逗
　
遺

伴出遺物 な し 出土状 況 梨園造成中に掘 り出す。
文  献

三木文雄『流水文銅鐸の研究』
1974FF

遺 跡 の位 置 図 (浜坂 ) 遺 跡 写 真 備 考

桜ヶ丘 3号鐸と同籠

多さ 調査年月日11993年 3月 ■日

調 査 者 1内 田律雄・久家儀夫



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

鳥取県鳥取市越路字丸山

鳥取平野の南端に形成された越路谷
というやや小さめの谷に面した低い

丘陵の斜面中程に立地する。

鳥取県立博物館

金同会」

銅鐸 外縁付鉦 2式二区流水文 1

銅矛

鳥取県立博物館

畑の開墾中に出土。
遺跡

遺物 県指定保護文化財 (考古
資料)

地表下 2～ 3尺のところで一抱えも
あるような板石の下から出土。 三木文雄『流水文銅鐸の研究』

1974年

遺跡の位 置図 (鳥取南部 )

同行者 平川 誠

縣
南 1991と辛12月 9日

松本岩雄・足立克己

番   号
(鐸 )

鳥取15
遺跡名 北福小銅鐸出土地 所 在 地 鳥取県東伯郡東郷町大字北福字北山 発見年 1930～ 1931年 頃

青銅器の

種  類

◆鳳会U

小銅鐸 1個

銅 矛

立   地 丘陵南側斜面。
所有者 小林義孝

管
所

保
場

来郷町教育委員会

発見の経繹 開墾中発見。

の
況

定指
状

遺跡

遺物

伴出遺物 な し 出土状況 不明。
文  献

名越勉・甲斐忠彦「′鳥取県東郷
町出上の小銅鐸コ『考古学雑誌』
59-2  1973と F

遺跡の位 置図 (倉吉) 遺 跡 写 真 備 考

鰻

幹

1岬 同行者 名越

萎
メ

リ

ぐ説
Ｃ
Ｐ

＼潰
一今
ミ

く

調査年月日 11993年 3月 3日

調 査 者 1東森市良・西尾克己

392



ィズチ頭銅剣出土地 鳥取県東伯郡東伯町大字田越井図地頭

日本海が望める標高80mの低丘陵上。
東伯町教育委員会

鋼剣 中細形 C類
(も と4)

銅鐸

銅矛

東伯町教育委員会

開墾中に発見。

倉光清六氏報告によると箱式石構の
下30cm出 土という。

倉光清六「伯者八橋町銅鐸山土

遺跡」『考古学雑誌「234 1983
年

遺跡の位 置図 (大 山)

鋒部のみ現存

同行者 野田久男・大賀靖浩

錫

邪

脇

1993年 3月 1日

東森市良・西尾克己

番   号
(武 )

鳥取 2
遺跡名 西大路上居遺跡 所 在 地 鳥取県′鳥取市西大路字上居 発見年 1991年

青銅器の

種  類

中細形銅剣 b類 1

(剣 身下半のみ)

銅 鐸

銅 矛

立   地

鳥取平野の南東部、標高105mの 独立

丘陵の北西斜面裾の傾斜地に位置す

る。

所有者 鳥取市教育委員会

管

所

保

場 鳥取市教育委員会

発見の経緯

国道29号線バイパスエ事に伴う事前
調査で、弥生時代後期初頭～中世の

集落跡を発掘調査中に発見。
指定の

状 況

跡
　
物

遺
　
遺

伴出遺物 な し 出土状 況

弥生時代後期後半を上限とした土器
小片を含む嗜褐色粘質土中から翼を
水平にした状態で出土。 文  献

財団法人鳥取市教育福祉振興会
『西大路土居遺跡』1993年

遺跡の位置図 (鳥取南音p 遺 跡 写 真 偏 考

.｀ ユ埜

西

い
‐ヽ

′
“

”

一
　

”
騨
１
渕

調査年月 日 11991年 12月 8日

調 査 者 1松本岩雄・足立克己

393



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

島根県邑智郡石見町中野仮屋4133

◆同会じ

銅鐸 扁平鉦式六区袈裟欅文 1

突線銀 1式一区流水文 l

銅矛

江のサII支 流濁川上流のパ保地盆地の
北東端に位置し、高い山の下に発達
した南向きの高台の一部。

東京国立博物館

東京国立博物館

畑の開墾中に地表下60cm余 りのとこ
ろに 2個横たわって出土したという

1989年 出土地点の発掘調査が実施さ
れ、埋納坑と銅鐸の破片が確認され
たが、新知見は得られていない。 『島根県史」1924年

遺跡 の位 置図 ('II本 )

1993年 12月 13日

島根県浜田市上府町城山一ノ界

銅会」

◆Π鐸 扁平鉦式四区袈裟欅文 2

(残 欠 1)

銅矛

下府川に面した標高80m前後の丘陵
上で、急斜面を上がって緩かになっ
た九合目あたり。下府の沖積地から
は裏狽」にあたる。

東京国立博物館

東京国立博物館

粘土採取中 2回にわたって出土。(直

良信夫 1932年 による)

2個の出土地点は20～ 30cm離 れてい

たといい、どちらも鉦を上にして直
立した状態で出上したという。

高橋直―「石見新発見の銅鐸に
就 い て」『考 古 学雑 誌』187
1928年

遺 跡の位 置図 (浜 田)

1号銅鐸 (残欠)は出土当時は完形に近
かったが、錆びて朽ちてしまったという

1994年 10月 11日



番  号
(鐸 )

島根 3
遺跡名 志谷奥遺跡 所 在 地

島根県入束郡鹿島町大字佐陀本郷字
志谷奥2338

発見年 1973年

青銅器の

種  類

中細形銅剣 C類 6

外縁付錘2式四区袈裟欅文
扁平鉦式四区袈裟欅文 1

立   地

朝日山から古浦砂丘の後背地に向か
って派生した支丘が形成する狭除な
谷の東向き斜面中程に立地。

所有者 文化庁

管
所

保
場

島根県立入雲立つ風上記の丘資
料館

発見の経緯
柿の本に施月Bし ようとして穴を掘っ

たところ出上。

指定の

I夫  況

跡
　
物

迫
遠
　
　
迫
逗

伴出遺物 な し 出上状況

1975年 の発掘調査で埋納坑 を確認。

銅鐸 2個 を鉦を下にして置 き、その

上に銅剣 6本 を鋒 を下に向けて重ね

る。
文  献

島根県鹿島町教育委員会『志谷
奥遺跡』1976年

遺跡の位 置図 (恵 曇) 遺 跡 写 真 備 考

ヽ

調査年月日 11994年 12月 12日

調 査 者 1足立克己

番  号
(武 )

島根 1
遺 跡名 真名井遺跡 所 在 地

島根県簸川郡大社町杵築東真名井金

主社境内
発見年 1665年

青銅器の

種  類

銅鐸

銅丈 中細形 b類 1

立   地
島根半島北山山系の南麓に位置し、
亀山の急斜面の裾に立地する。

所有者 出雲大社

管
所

保
場

出雲大社

発見の経緯
出雲大社寛文造営の際、命主社付近
の石の切り出し作業中に発見。

指定の

状 況

跡
　
物

ｕ還
　
　
迫還 国指定重要文化財

伴出遺物 硬工製勾玉 ] 出土状 況 詳細 不 明。
文  献

近藤正「島根県下の青銅器につ
いて」『島根県文化財調査報告』
第二集 1966年

遺 跡 の位 置 図 (大社 ) 遺 跡 写 真 術 考

雨 髯

や「御造営日記」によれば、
寛文 5年 8月 8日 二つに折れた剣
同年 9月 13日 鉾と青キ玉

寛文 6年 4月 6日  ほこ

同年 4月 7日  ほこ (長 さ二尺)

の計 4本の武器形が出上し、銅支は9月
13日 のものと考えられる。

十
　

片 等ペ
大

社
1

調査年月日 11993年 9月 22日

調 査 者 1足立克己

395



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

伝横田入幡宮銅剣
島根県仁多郡横田町大字中村

銅剣 中細形銅剣 C類 ユ

銅鐸

銅矛

横田盆地に面した舌状の丘陵にあり
両側は谷になっている。盆地全体が
一望できる眺望の極めて良好なとこ
ろ。

横田八幡宮勧請のため、もともとあ
った横田神社の社地を拡幅した際出
上したとイ云える。 遺跡

遺物 県指定有形文化財 (考古
資料)

近藤正「島根県下の青銅器につ
いて」『山陰古代文化の研究』
1978年

遺跡 の位 置図 (横 田)

同行者 木山久利

1992年 1月 18日

勝部昭・岩永省三・足立克己

番  号
督鵞七 十

遺跡名
1材

畠遺跡 所 在 地 島根県隠岐郡海土町海±3817 発見年 1968年

青銅器の

種  類

中細形銅父ub類 1

(剣 身下半)

銅 矛

立   地
諏訪川が形成した沖積地の北辺の低
丘陵南斜面。

所有者
隠岐郡
海土町教育委員会

管
所

保
場

島根県立八雲立つ風上記の丘資
料館

発見の経緯 桑園造成中に中学生が発見。

指定の

状 況

遺跡 海土町指定文化財 (史跡)

遺物    〃   陪古資料)

伴出遺物
九重式上器 (甕・高不 。器台)、 石
器、鉄槍

出土状況 溝状遺構内
文  献

勝部昭「出雲・隠岐発見の青銅
器」『古文化談叢」 8 1981年

遺跡の位 置図 (浦郷) 遺 跡 写 真 備 考

十

1970年 3月 の日本考古学協会青銅器部会
の発掘調査により溝状遺構内から出土と
判明。

高橋

調査年月日 11992年■月17日

調 査 者 1勝部昭・三宅博士



備中呉妹遺跡
岡山県吉備郡真備町大字妹池の上字
梨ノ木1377番地

稲木川支流小田川に流れ込む背谷川
の西側に展開する平野 (微高地)。 連
池尻遺跡に含まれる。遺跡附近には

条里・旧山陽道がある。東には黒宮
大塚も存在する。

今日会U

銅鐸 突線飢 2式六区流水文

銅矛

東京国立博物鈍

東京国立博物館

蓮池樋門部掘削途中に表土から約 2

尺ばかり掘 り下げた位置に埋存して
いた。

鉦を南東に向け、横向きに出土。 藤原音松「備中呉妹銅鐸発掘地
踏査報告」考古学雑誌82 1917
年

遺 跡の位 置図 (玉島)

標柱あり
ただし現在の標柱は農作業の支障になる
為、別の場所に移動した。

同行者 亀山行雄・岡田 博

1993年 3月 9日

卜部吉博 。今岡一三

番  号
(鐸 )

岡山 2
遺跡名

兼安山フカタ池の

上寺屋敷遺跡
所 在 地 岡山県井原市下稲木兼安字明見 発見年 イ云1797年

青銅器の

種  類

扁平鉦式六区袈裟欅文

銅 矛

立  地

稲木川流域に広がる狭長な平野の北
側に張り出した南北にのびる丘陵上
標高約100m附近。明見銅鐸の北側で

標高も若干高い。

所有者 今村保彦

管
所

保
場

不 明

発見の経緯

の
況

定指
状

遺跡

遺物

伴出遺物 出土状況 不明。
文  献 梅原末治『銅鐸の研究倒1927年

遺跡 の位 置図 (井 原) 遺 跡 写 真 備 考

窪田定氏の所蔵銅鐸 (『銅鐸の研究』)と
して登場。その後、梅原の研究によって

「下稲木村金安山フカタ池の上寺屋敷出
土」として認識される。
東洋文庫に納められている図面類と比較
すると、細部に於ては若千異なるが、よ
く似ている。
明見遺跡の斜面上方30mの ところ。

同行者 亀山行雄 ,岡 田 博

調査年月日 11993年 3月 9日

調 査 者 |卜 部吉博 。今岡一三



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

岡山県井原市木之子町黒岩 1945年 または1946年

'同

会」

銅鐸 扁平tIL式 十二区袈裟欅文

銅矛

小田川 とその支流稲木川にはさまれ
た標高約120mの 丘陵頂部か らやや

下ったところ。眺望良好。

反馬考古資料館

時駒　一　ψ駒

辰馬考古資料館

芋掘 り作業中。

地表下20cmの ところに鐸画を上に向
けて45度の傾きで埋まっていた。 梅原末治「岡山県下発見の銅鐸」

『吉備考古』第83号  1951年

遺跡 の位 置 図 (井原)

●■._―   |■ 甘 同行者 椿 真治

1994年 2月 24日

柳浦俊―・岩永省三

番  号
(鐸 )

岡山12
遺跡名 兼基鳥坂山 所 在 地 岡山市兼基地内 発見年

目

目

目

回

回

回

1911とF
1932年 頃
1950年 4月 24日

青金Π器の

種  類

◆同会U

孵

(権 詔 鉾 醤 禁 錘 鍾 文

銅矛

立   地

鳥坂山と笠井山に狭まれた北に開ロ

する谷の奥まった部分の斜面 (東・

南・西)3箇所から出土。

(呂里壊拿:磐半夙七平尋敵 。
は

)

所有者
3回 目鳥坂山のみ現存
岡山県立博物館

管
所

保
場

岡山県立博物館

発見の経緯

(1回 目)655の 6番地から松林から
竹ヤブにする作業中。

(2回 目)孟宗竹林に造成中。
(3回 目)段畑造成中。 指定の

状 況

跡
　
物

遺
　
遺

伴出遺物 出土状況 不明。
文 献

梅原末治「岡山県下発見の銅鐸J
F吉捕考古y第 83号  1951年

遺 跡 の位 置 図 (岡 山南言hl 遺 跡 写 真 備 考

~■

、左 谷

,そ多世【
誹虞

Ltl■・
ュ!瀬

同行者 平井

中

歩世ヽ翌

・浄時】脚

枠
ｒ

，

キヽ 一

‥
・
．

Ⅲ 虐
呈

―

・

■ f

町
・
サ

‘′一/1
調査年月日 11993年 3月 8日

調 査 者 |卜 部吉博 。今岡一三



番  号
(石≦妥)

岡山15
遺跡名 1普貌育遺跡 所 在 地 岡山県岡山市百枚月字西畑 発見年 1972年

青銅器の

種  類

扁平鉦式四区袈裟欅文 2

/1ヽ 片はタト縁1寸鉦か

銅 矛

立   地 丘陵南斜面 (頂部 よりやや下方 )

所有者
岡山大学
邑久町郷土資料館

管
所

保
場

岡山大学
邑久町塀I土資料館

発見の経緯 耕作中発見。直後に発掘調査。

指定の

状 況

遺跡

遺物

伴出遺物 な し 出土状況
埋納坑内に 1個は横位に、 1個は立

位で出土。 文 献

近藤義郎・根本修「岡山市百枝
月発見の銅鐸」『考古学研究』19

4 1973年

遺跡の位 置図 (和 気) 遺 跡 写 真 備 考

鵡
鷺 nt些 ,と |ヽ迫氏

群

同行者 椿 真治

/

士
”
Ｗ
ｉＶ．Ｗ
卜
Ｆ錫一さ

て

「

イヽ
・／一

兵．ベイ、中也

塗i坂 イ/イ

:

鰯 調査年月日 11994年 2月 24日

調 査 者 1岩永省三・柳浦俊一

番  号
(鐸 )

岡山20
遺跡名 明見銅鐸出土地 所 在 地

岡山県井原市下稲木町兼安字明見
225-2

発見年 1992年

青銅器の

種  類

扁平鉦 2式六 区裂裟欅 文 1

朱彩

銅 矛

立   地

稲木川流域に広がる狭長な平野の地

割に張り出した南北にのびる丘陵上

南斜面 (標 高100m、 平野との比高約
60m)

所有者 個 人

管
所

保
場

井原市教育委員会

発見の経緯 耕作中 (発掘調査により圧痕検出)

指定の

状 況

遺跡

遺物

伴出遺物 な し 出土状況

埋納坑より出上。

岳とi争 [な革ヨ!寄繊:二寺
|

文  献

岡山県教育委員会
『岡 山県埋 蔵 文 化 財 報 告「 23

1993年

遺跡の位 置図 (井原) 遺 跡 写 真 備 考

卜鶏
谷
/匹

_お hr難滞 鰈 攘 藝 隷 饉 鸞 嬢 鎮 嬢 罐 踵 罐 議 艤 趨 鹸 機 逃 註

慨

i 褐色■ (地 山ブロ

′ク含む)

? 羨禍色■ (■器・

炭片含む)

R,7/~＼

調査年月日 11993年 3月 9日

調 査 者 |卜 部吉博・今岡一三



第 2章 青鉤器埋納遺跡調査表

番   号
(鐸 )

岡山21
遺跡名 高塚遺跡 所 在 地 岡山市高塚地内 発見年 1989年

青鋼器の

種  類

'同

会」

銅鐸 突線鉦2式三区流水文 1(フ ロヤ
調査区)(埋納坑)

破片    1(角 田調査区)

(2次包含層から出土)

銅矛

立  地

足守川 と砂 川の合流点の北方250m
にある微高地。南 l kmに 矢部南方遺

跡が存在する。

所有者 岡山県教育委員会

管
所

保
場

岡山県古代吉備文化財センター

発見の経繹 山陽自動車道の建設に伴 う発掘調査

指定の

状 況

遺跡

遺物

伴出遺物
若子の弥生土器 (後期前半)細片が
埋納坑の上層から出土。

出土状況

埋納坑。
鐸身を西南西に置き、鰭が垂直に立
つようにlH納 されていた。
坑内は上下 2層に分かれており、上
層から弥生土器が出土。

文  献

岡本寛久、平井泰男、浅倉秀明
「岡山県岡山市高塚遺跡」『日本
考古学年報』42 1989年 度版
1991年  日本考古学協会

遺 跡 の 位 置 図 (岡 山北部 ) 遺 跡 写 真 偏 考

Ⅷ

林．

・
・ 一

中

争

呻」一一一

|

悟

1嗜偶色ひ質主
2に いヽ黄褐色格世砂質土

調査年月 日 11993年 3月 8日

調 査 者 |卜 部吉博 。今岡一三

番   号
(鐸 )

岡山23
遺跡名 雄町遺跡 所 在 地 岡山県岡山市雄町137番地 発見年 1985年

青銅器の

種  類

¢同会J

扁平鉦 l式四区袈裟欅文

銅 矛

立   地
沖積平野中央部 (雄町遺跡の範囲内
と考えられる)

所有者 岡山県立博物館

管

所

保

場
岡山県立博物館

発見の経簿
土地所有者が鯉のぼりの柱を立てる
為、水田を掘 り下げたところ出上。

指定の

状 況

跡
　
物

遺
　
遺

伴出遺物 な し 出土状況
鰭を水平にして出上。
埋納坑があったかどうか不明。 文 献

高橋護、河本清「岡山県雄町遺
跡の銅鐸」『日本考古学年報』38
1985年度版 1987年  日本考古
学協会

遺 跡 の位 置 図 (岡 山北部 ) 遺 跡 写 真 備 考

蘊
同行者 平井

調査年月日 11993年 3月 8日

調 査 者 |卜 部吉博・今岡一三



番  号
話雷歩61遺跡名

1央
蔀筈嵩遺跡 所 在 地 岡山県倉敷市矢部地内 発見年 1987年

青銅器の

種  類

0同α幸  /1ヽ◆同α幸

立   地

自然堤防上の集落跡 (足守川流域)

この右岸には楯築、鯉喰神社、雲山
鳥打遺跡等の弥生時代終末期の「墳
丘墓」がある。

所右者 岡山県教育委員会

管
所

保
場

岡山県古代吉備文化財センター

発見の経繹 足守川河川改修工事に伴う発掘調査で

指定の

状 況

跡
　
物

重
還
　
　
遠
追

伴出遺物
48号住居跡の柱穴からは 3個の完形
土器が検出されている→オの町 I式

出土状況

48号竪穴住居跡、貼り床下土獲。
土装は直径20cm、 深さ30cmの 円形。鐸身
は東北東に向く。錘は東側にあり、鉦を
垂直に立てた状況で出土しており、意織
的に埋置されたものと推定。

文  献

江見正己「岡山県倉敷市足守
'II矢部南向遺跡出上の小銅鐸につ

いて」考古学雑誌734 1988年

遺 跡 の位 置 図 (岡 山北部 。岡山南部 ) 遺 跡 写 真 備 考

拶

―|IT
同行者 平井

ン
圧
新捌 |ぜ罫ぐミと卜,ラて 、 _」|ヒ /′ 調査年月日 11993年 3月 8日

醍 ユ              i〒 詞 査 者 |卜 部吉博 。今岡一三

番  号
(武 )

岡山 1
遺跡名 1鶏れ苦銅貪u出土地 所 左 地 岡山県倉敷市児島琴浦 発見年 1947坐F

青銅器の

種  類

銅剣 平形 4
不明 1 (現場で粉夫)

立  地

北に開く谷の西斜面 (附近の展望は
よくない)。

現場附近には岩の露頭がある。

所有者

蓬台寺  2
倉敷考古館  1
個人 1
粉夫 1

管
所

保
場

蓬台寺

岡山県立博物館

発見の経緯 炭窯を作るため、穴を掘って発見。

指定の

状 況

跡
　
物

理返
　
　
注返

伴出遺物 な し 出土状況
文  献

末永雅雄「備前喩伽山出上の銅
剣」『考古学雑誌コ423 1957年

遺跡の位 置図 (岡 山商部・玉野) 遺 跡 写 真 備 考

ハ

現存する4本のうち 2本は研ぎ直して剣
身を短く細くしている。

同行者 高橋 護

一碁
琴 ※

碁

讐M
鞘

=

調査年月日 11993年 3月 10日

調 査 者 |卜 部吉博 。今岡一三



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

番  号
話番ち 1遺

跡名
1篭

希遺跡 所 在 地 岡山県岡山市飽浦山本辻 発見年 江戸時代

青銅器の

種  類

剣
　
　
　
鐸
　
　
　
矛

銅
　
　
　
銅
　
　
　
銅

細形銅剣 I式
t]か 2ラト

立   地 北向の小さな湾の東端から出土か。
所有者 東京国立博物鑓

管
所

保
場

東京国立博物館

発見の経緯 不 明

指定の

状 況

遺跡

遺物

伴出遺物 な し 出土状況
畑中の大石の下から3本出土と伝え
られる。 文 献

高橋健自F銅鐸銅剣の研究コ1925

年

遺跡の位 置図 (岡 山南部) 遺 跡 写 真 備 考

lul u、 港

�

崎光 為 聡

澱

爛

元の所有者が回船問屋 (?)であったの
で他地から買い求めた可能性を否定でき
ない。

調査年月日 11994年 2月 24日

調 査 者 1岩永省三・柳浦俊一

福田木の宗山遺跡 広島市東区福田字狐が城8771

銅剣 中細形b?(西部瀬戸内型)1

銅鐸 外縁付鉦式二区横帯文 1

銅矛

中細形銅夫b類

太田川支流三篠川南側に独立山塊を
なす木ノ宗山の南山麓に位置する。
前面に細長い谷がひろがる。

遺跡 広島県指定史跡

遺物 3´点とも国重要文化財

土器 (発見時に投棄)

高さ 3～ 3.5mの 巨岩の脇。平石の下
から出土。剣 と党は一尺、鐸はさら

に三尺はなれて出上。
谷井済―「同所発掘の銅鐸銅剣」
考古学雑誌310 1913年

遺跡の位 置図 (海田市)

同行者 妹尾周三・谷日恭子

調査年月日 1992年 1月 16日

勝部昭・松本岩雄・岩永省三



番  号
武
島

く
広

遺跡名 |ヨ負亀尭銅剣出土地 所 在 地 広島県府中市二郎九大平 発見年 1926年

青銅器の

種  類

銅剣 深樋式変形銅剣 1

1望吾鼻ξや拿悟ヨ晃
端部と

|

'同

ε睾

銅矛

立   地
声田川の中流域の支流、御調サIIが形

成した沖積地に面した山の斜面。

所有者 水野家 (愛知県知多郡美浜町)

管
所

保
場

御堂寺 (愛知県知多郡美浜町)

発見の経緯 石の切取中に発見。

指定の

状 況

遺跡

遺物

伴出遺物 赤焼きの上器 (谷 に廃棄) 出土状況
巨大な岩石の下の大石にあった空隙
に埋めずに横にして置かれていた。 文  献

村上正名「備後国出上の青銅器」
『広島考古研究』 1 1959年

遺跡の位 置図 (府中) 遺 跡 写 真 備 考

盾石という地名は誤りで字大平が正しし

同行者 土井基司

駆
靱

調査年月日 11994年 3月 9日

調 査 者 |卜 部吉博・足立克己

番  号
(武 )

広島 6
遺跡名 大峰山銅剣出土地 所 在 地 広島県尾道市久山田町 発見年 19604F

青銅器の

種  類

銅会」 中細形b類 (関部に双孔あり)

1

中細形b類 (鋒側のみ)  1

銅鐸

銅矛 中細形b類

立  地
大峰山 (標高2896m)の南斜面 6合
目付近。

所有者 文化庁

管
所

保
場

文化庁

発見の経緯 切石作業中。

指定の

状 況

跡
　
物

遺
　
迫還

伴出遺物
青銅器出土地点の西 5m下方で弥生
土器小片、その 8m上方で炭化物片

(木炭)出土。

出土状 況

折り重なった礫塊の間に、土中に埋

められた状態で出土。矛は石に沿っ

て斜めに、銅剣は水平に置かれてい

た。
文  献

木下忠「尾道市大峰山出土銅鉾
銅剣について」F広島考古研究』
2  19604

遺跡の位 置図 (尾道) 遺 跡 写 真 備 考

同行者 森重彰文

メ
持
ｒ
「
！
�
エ

Ｗ
ド
／

蕉
´

け蓄
^赳

調査年月 日 11994年 3月 10日

調 査 者 |卜 部吉博・足立克己



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

番  号
(武 )

広島 7
遺跡名 中山苗遺跡 所 在 地 広島県沼隈郡沼隈町中山南森迫 発見年 不明

青銅器の

種  類

平形銅剣Ha式 ]

銅 鐸

銅 矛

立   地

山南川が形成する沖積谷に面した小
谷の奥部の正面大岩の下。(かつて夫
婦岩という2m程度の立石があった
という)

所有者 日枝神社

管
所

保
場

日枝神社

発見の経癬

指定の

状 況

跡
　
物

遺
　
遺 1957年県重要文化財指定

伴出遺物 不 明 出土状況 不 明
文 献

村上正名「備後出上の青銅器」
『広島考古研究』 1 1959年

遺跡の位 置図 (福 山) 遺 跡 写 真 備 考

醤

鶴̈
潔

ヾ
ヾ

・熊ヶ峰出土銅剣と同範とされている。
。日枝神社神宝として伝世する。

同行者 園尾 裕・佐道弘之

き 』
鳴
髪著

調査年月日 11994年 3月 10日

調 査 者 |卜 部吉博・足立克己

広島県福山市箕島

銅貪J 細形◆同会Jl
(剣 身上半のみ、所在不明 )

銅鐸

銅矛

箕島は芦田川汀日に所在する小島で、
遺跡は芦田川に向かう小さな谷の正
面奥の丘陵斜面。

キツネ岩という大岩があり、その斜
面下方で出土したという。 村上正明 Γ備後出上の青銅器」

『広島考古研究」 1 1959年

遺跡の位 置図 (福 山)

＼

ミ

バ

同行者 園尾 裕・佐道弘之

1994年 3月 10日

卜部吉博・足立克己



番  号
ど跳 1遺

跡名
1寵

チ鰺遺跡 所 在 地 広島県福山市熊野町 発見年 1931・ 1932頃

青銅器の

種  類

銅剣 O平形Ha式  1
0断片 (所在不明 )

釜同全幸

立   地
彦山・熊ヶ峰山系の西側斜面。正確
な位置は全く不明。

所有者 小林光顕

管
所

保
場

小林光顕

発見の経緯 松茸狩 りの途中に発見

指定の

状 況

跡
　
物

注選
　
遺 県重要文化財 (考古資料 )

伴出遺物 不 明 出土状況 不明
文  献

村上正名
「備後国土平形銅剣の新資料J

『考古学雑誌』371 1951年

遺跡の位 置図 (福 山) 遺 跡 写 真 備 考

聰
、一奮

奄 塑
＼イr塚

■ 山 Lと●■i二 ■●III

O広島県沼隈郡沼限町中山南日枝神社出
土品と同化とする説あり。

O断片も1本発見されたが、所在不明。

同行者 園尾 裕・佐道弘之

傑章Lら
調査年月日 11994年 3月 10日

逮ぞ激し確奪彗彰ぞ7→≧筆,琢ツとiヽt霊 調 査 者 |卜 部吉博・足立克己

番  号
(武 )

広島10
遺跡名 大追遺跡 所 在 地 広島県福山市郷分町奈良木 発見年 1958年

青銅器の

種  類

銅 剣

銅矛 中細形 1
(鋒部のみ)

立   地

声田川が神辺平野から福山デルタに

出るところで、断層山脈が最も川に

迫ったあたり。芦田川西方の山脈の

最先端部。

所有者 井上英弘

管
所

保
場

福山市立福山城博物館

発見の経緯 岩石を掘 り出し中に発見

指定の

状 況

跡
　
物

遺
涅
　
　
連
這

伴出遺物 土器が伴出したらしいが捨てられた 出土状況 巨大な岩肌の露出したところの下
文  献

村上正名「備後出上の青銅器J

『広島考古研究ど 1 1959年

遺跡の位 置図 (井 原・福山) 遺 跡 写 真 備 考

残存長20cm、 身幅折損部で3 7cm。

○脊が空洞なので矛 と思われる。
O朱 と思われる赤色顔料が巣の中に観察

されている。

同行者 因尾 裕・佐道弘之

調査年月日 11994年 3月 10日

調 査 者 |卜 部吉博・足立克己



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

番  号
(鐸 )

徳島 9
遺跡名 田村谷銅鐸出土地 所 在 地 徳島県阿南市山口町字未広 発見年 191lF亭

青銅器の

種  類

剣
　
　
　
鐸
　
　
　
矛

突線鉦式六区流水文

立  地 丘陵東側斜面 (比 高25～ 30m)
所有者 田村藤太郎

管
所

保
場

徳島県立博物館

発見の経緯 竹の根による降起出土。

指定の

状 況

遺跡

遺物 国指定重要文化財 (1962

年 2月 2日 )

伴出遺物 な し 出土状況
鉦鉦を上にして山の傾斜面に添うよ
うにやや斜めに埋没していたと推定
される。 文 献 梅原末治『銅鐸の研究」1927年

遺跡の位 置図 (阿波富岡) 遺 跡 写 真 備 考

一方 と
一

暴
Ⅲ I11■

||― | ―

氏 |― _ェ
同行者 阿部里司

調査年月日 11993年 3月 3日

調 査 者 1富澤明久・宍道年弘

番  号
搭豊 31遺跡名

1話
鴨Π鐸雌 地 所 在 地 徳島県阿南市椿町曲り 発見年 19214F

青銅器の

種  類

剣
　
　
　
鐸
　
　
　
矛

銅
　
　
　
銅
　
　
　
銅

扁平鉦式六区袈裟欅支

立  地
海を望む北側斜面中腹。
(L=約 10m)

所有者
1号鐸 (松浦菊雄)

2号繹 (辰馬悦蔵)

管
所

保
場

1号鐸 (徳 島県立博物館)

2号鐸 (辰 馬考古資料館)

発見の経緯 植林中

の
況

定指
状

遺跡

遺物

伴出遺物 出土状況

斜面下60cmく らいの赤土層から鉦を
下にして重なるようにして出土した
らしいが、詳細不明。 文  献 梅原末治 F銅鐸の研究』1927年

遺跡の位 置図 (阿波富岡) 遺 跡 写 真 備 考

犠‥
事

阿部里司

調査年月日 11993年 3月 3日

調 査 者 1宮澤明久・宍道年弘



番  号
(雲畢)

徳島15
遺跡名 星河内美田遺跡 所 在 地

徳島県徳島市上八万町大字星河内字
美田

発見年 1932年

青銅器の

種  類

扁平鉦式四区袈裟欅文

銅矛

立   地 丘陵斜面
所有者

1号
(暴普蒼豆博物館

2～ 7号 同志社大学

管
所

保
場

徳島県立博物館

東北大学

同志社大学

発見の経緯 土砂採取

指定の

状 況

跡
　
物

遺
　
遺

伴出遺物 不 明 出土状況 不明
文 献

三本文雄「終末期の扁平小銅鐸
について」『国学院雑誌』789。

1976年

遺跡 の位 置図 (徳 島) 遺 跡 写 真 備 考

tiド :彦

同行者 菅原康夫

調査年月日 11993年 3月 2日

調 査 者 1宮澤明久・宍道年弘

番   号
愁督161遺跡名

1紫
島遺跡 所 在 地 徳島県徳島市国府町矢野源田6501 発見年 1948年 3月

青銅器の

種  類

中広形

扁平鉦式六区袈裟欅文
突線鉦式六区袈裟欅文

銅 矛

立   地 丘陵北側斜面
所有者 東京国立博物館

管
所

保
場

東京国立博物館

発見の経緯 山林開墾中

指定の

状 況

遺跡

遺物

伴出遺物 な し 出土状況

銅鐸はそれぞれ約 lmの星E離で三角
形の頂点の位置に出土。鋼剣はその

中央に鋒を斜面上方に向けて出土。 文  献

三木文雄「阿波国源田出上の銅
剣銅鐸 とその遺蹟J『考古学雑
誌」362。 1950年

遺跡の位 置図 (ナ
|1島 ) 遺 跡 写 真 備 考

授津津門鐸・阿波上浦鐸に類似。
1948年 9月 に出土地点の発掘調査が行な
われ、銅鐸の破片が出上して位置関係が
ほtFわ かっている。

同行者 菅原康夫副i

よ

麗
霧

認 奮剃 喜
調査年月日 11993年 3月 2日

調 査 者 1宮澤明久・宍道年弘



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

番  号
(鐸 )

徳島17
遺跡名 安都真遺跡 所 左 地

徳島県
徳島市入田町安都真168

発見年 1959年 8月 26日

青銅器の

種  類

銅 剣

扁平鉦式四区袈裟欅文

銅 矛

立   地

鮎喰川右岸の丘陵東向斜面の中腹。

(標高約70m、 比高約30m)
30～ 35度の急斜面の中腹で15度 ぐら
いの緩傾斜地。

所有者 高橋寛一

管
所

保
場

徳島県立博物館

発見の経緯 山林開墾中

指定の

状 況

遺跡

遺物

伴出遺物 な し 出土状 況

錘を斜め上にして鰭を立て、最も大
きい 1号鐸を中央に、その両側に
2・ 3号鐸を並べておき、その上に
4号鐸が鰭を水平にして置かれてい

たと推定される。

文 献

三木文雄「阿波国安都真出上の

銅鐸とその遺跡」『考古学雑誌J

50-4。  19654F

遺跡の位 置図 ('II島 ) 遺 跡 写 真 備 考

′島乖
が

々
一エ

1号鐸は岡山県種松山出土銅鐸と同他。

同行者 菅原康夫
「■|こ

轟

≠

舗帝縫聾

益
輿
げ
鍋
隼

爆i邦ゞ
ァ
ツ
″
・
ン

一

【ゴ
ユ

調査年月日 11993年 3月 2日

Ⅲイ什壱どく営:こ 調 査 者 1宮澤明久・宍道年弘

番  号 驀督181遺跡名1畑
田 所 在 地 徳島県阿南市大野字畑田68 発見年 1965FF

青飼器の

種  類

鋼剣

突線鉦式

銅 矛

立   地

北にひらく谷の東側斜面中腹。(L=
約75m)平野部を見わたすことがで

きないところ。

所有者 国立歴史民俗博物館

管
所

保
場

国立歴史民俗博物館

発見の経緯 山林開墾中

指定の

状 況

跡
　
物

遺
　
遺

伴出遺物 開元通宝・唐国通宝 出土状況
地表から20clnの 深さに、傾斜に沿っ

て鉦を上、鰭を水平にして横位の状

態で出上したという。 文 献

三木文雄「内凸帯のない新出土
の銅鐸とその類型について」『考
古学雑誌』524 1967年

遺跡の位 置図 (阿波富岡) 遺 跡 写 真 備 考

鵜
内面突帯を欠く。

同行者 阿部里司

靴吻檸鬱減す命

エォiごモをデ

瑞
ヤ
ヽ
ジ

一て
硼

調査年月日 11993年 3月 3日

ちて壬だ多ゝ 調 査 者 1宮沢明久・宍道年弘



銅剣

銅鐸 扁平鉦式六区袈裟欅文  1

銅矛

標高約 7mの沖積微高地
徳島市教育委員会

神殿建設に伴う事前調査 (徳 島市教
育委員会) 遺跡

遺物 県指定有形文化財 (考古
資料)

隅九長方形状の埋納羨 徳島市教育委員会『名東遺跡発
掘調査概要』1987年

遺跡の位 置図 (徳 島)

同行者 菅原康夫・一山 輿

鞠           ((

?|ムi碑増,瀧
'〈配!

(Ⅲ,杉Zきこネ彗ラマW僚韓、洪゙ ,デ、す

1993年 3月 2日

宮澤明//N.・ 宍道年弘

徳島県徳島市国府町矢野 1992笞子12月 18日

金同貪じ

銅鐸 突線鉦式六区袈裟欅文

銅矛

鮎喰川左岸の微高地 (L=約 10m)

徳島県立博物鈍

国道192号徳島南環状線建設に伴 う
事前調査

隅丸長方形の埋納坑。
鐸の内部及び外側に微細な砂質上を
詰めている。

財団法人徳島県埋蔵文化財セン

ター『矢野銅鐸』1993年

遺跡の位 置図 ('II島 )

同行者 菅原康夫

調査年月 日 1993年 3月 2日

宮澤明久・宍道年弘



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

香川県観吉寺市古川町南下 1923F子 4月 17日

東京国立博物館

銅剣

銅鐸 外縁付鉦式二区流水文

銅矛

標高約10mの平地。財田川左岸の水
田地帯。

土地所有者宮武慶五郎父子が麦畑を

耕作中に発見。

地表下約 2尺、鰭を上下にし、鉦 を

やや深 くした状態であったという。
上原準―「讃岐国三豊郡一ノ谷
村古川発見の銅鐸について」『考
古学雑誌』13■ 1、 1923年

遺跡 の位 置図 (観音寺)

―説には西方の台地上、旧豊田村分出土

ともいう。
鳥取市越路出土鐸と同鼈
銅鐸出土地近 くに一の谷遺跡 (弥生後期
～古墳時代集落)がある。

同行者 片桐孝治

1993年 3月 18日

平野芳英・松本岩雄

番  号
(鐸 )

香川 8
遺跡名 羽方遺跡 所 在 地

香川県三豊郡高瀬町羽方西ノ谷2841
-2 発見年 1927年 2月 ■ 日

青銅器の

種  類

平形銅剣Ha式

扁平鉦式六区袈裟欅文

銅 矛

立  地

北西方向に開く谷部。標高約45mの
丘陵西側斜面。出土地からの視界は

狭い。

所有者 東京国立博物館

管
所

保
場

東京国立博物館

発見の経緯
山下武雄 。大西国入の二少年が丘陵
斜面で偶然に発見。

指定の

状 況

跡
　
物

ヒ逗
　
　
迫逗

伴出遺物 な し 出土状況

銅鐸は地表下約50cm、 鰭 を上下にし、

鉦を東北に向ける。

剣は鐸の横 3 cmの ところで刺状突起

を上下にし、鐸の主軸に並行 して置

かれて彰ヽた。

文 献

上原準―「讃岐国三豊郡ニノ宮
村大字羽方字西ノ谷発見の銅鐸
及び◆Π剣とその出土状態につい

て」『考古学雑誌ど179 1927年

遺跡の位 置図 (観音寺 ) 遺 跡 写 真 備 考

←石碑

現在、ゴルフ場。1931年、出土地に石砕
が建てらたたが、ゴルフ場造成に伴い、
石碑の位置が約100m移設されている。

同行者 片桐孝治

調査年月日11993年 3月 18日

詞 査 者 1平野芳英・松本岩雄



銅鐸  1929年 4月

銅剣  1932年、 1970年安田極ヶ谷遺跡

小豆島バス株式会社標高約100mの 丘陵斜面。出土地から

南方のみは安田川流域の低地がひら

け、内海湾を望むことができる。

銅剣 東部瀬戸内系平形    1
平形H式        1

銅鐸 扁平鉦式四区袈裟欅文  1

銅矛

内海町民俗資料館
瀬戸内海歴史民俗資料館

土庄町の庭師藤原金―が庭石採石中

に発見。 遺跡

遺物 内海町指定文化財 (1973

年 3月 26日 )銅鐸・岩塊数個の上に巨石があり、

その隙間から、鉦を上にして

出上。
銅剣・銅鐸出土地点から約 2mの西

方の自然石塊の間より出土。

寺田貞次「銅鐸銅剣を出せる小
豆島安 田遺蹟」『考古学」87
1937年 7月

遺跡の位 置図 (草壁)

1970年、香川県教育委員会の調査により

平形銅剣の下端の一部 (長 さ 6 cm、 幅 4

cm)が出土。近 くから弥生中・後期の土

器片も出土。

同行者 石井信雄

1993年 3月 19日

平野芳英・松本岩雄

番  号
(鐸 )

香川12
遺跡名 我拝師山C地点 所 在 地

香川県善通寺市吉原町我拝師山980

109
発見年 1966年 1月

青銅器の

種  類

剣
　
　
　
鐸
　
　
　
矛

銅
　
　
　
銅
　
　
　
銅

外縁付鉦式二区流水文

立   地

我拝師山 (標高481m)の 北麓。銅剣

出土地 (A・ B地区)に 挟まれた山

畑。150m東がA地点、100m西 がB
地点である。

所有者 文化庁

管
所

保
場

東京国立博物館

発見の経緯 開墾中に発見。

指定の

状 況

遺跡

遺物

伴出遺物 な し 出土状況

地表に近く、落葉をかぶる程度であ

ったらしい。発見者によれば鰭が水

平の状態であったという。 文  献

石川巌、松本豊胤「香川県善通

寺市我拝師山出上銅鐸JF日 本考
古学協会第32回総会研究発表要

旨』1966年

遺跡の位 置図 (九亀) 遺 跡 写 真 備 考

九
ノ
監
ガ

i

同危鐸
大阪府豊中市大字桜塚原田神社境内出
土鐸
大阪府東奈良遺跡出土鋳型

同行者 笹川龍―・片桐孝治

ベ

髭 プ
調査年月日 11993年 3月 17日

調 査 者 1平野芳英・松本岩雄



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

香川県観首寺市粟井町2888

銅父J 糸阻形引司貪JI式  3

銅鍵

銅矛

菩提山 (312m)の 支派、北西に延び

た丘陵上 (約 50m)に 位置する。出
土地から三豊平野全域 を見渡せ る。

観音寺市郷土資料館

藤の谷に住む大喜多菅造が井戸に使
用する石を採集している時に発見。 遺跡

遺物 香川県指定文化財 (考古

資料 )

石が累積 してお り、上方か ら次々 と

取 り進むと、その石敷の下の上中に

3本の銅剣が重ねて置いてあったと
いつ。

福家惣衛「香川県出上の銅剣」
『考古学雑誌♂374 1951年

遺 跡 の位 置 図 (観音寺 )

同行者 片桐孝治

1993年 3月 18日

平野芳英・松本岩雄

銅剣 平形銅剣Hb式  3

銅鐸

銅矛

鬼臼山の尾根が北北西にのびて広が
っている低丘陵緩斜面。

瀬戸内海歴史民俗資料館

顔戸内海歴史民俗資料館

江戸時代の終りごろ、香川関治が屋
敷の西隅の簸のあたりを開墾中に発

見。 遺跡

遺物 香川県指定文化財 (考古
資料)

落葉に覆われた高さ50～ 60cnlの 自然
石を取り除いていた時に発見。 香川県教育委員会編『新編香川

叢書』1982年

遺跡の位 置図 (仁尾)

銅剣が出上したところは、自然石がごろ
ごろと盛 り上げられており、そばに火を
焚いた跡があったという。

同行者 片桐孝治

調査年月日 1993年 3月 18日

平野芳英・松本岩雄



番  号
馨乱 1遺

跡名
|せ

者遺跡 所 在 地 香川県三豊郡山本町辻西3120番 地 発見年 1818年 1月

青銅器の

種  類

剣
　
　
　
鐸
　
　
　
矛

銅
　
　
　
銅
　
　
　
銅 中広形

立   地
台地状地形のゆるやかな斜面。標高
約40m。

所有者 国祐寺

管
所

保
場

国祐寺

発見の経緯 原忠治が開墾中に発見したという。

指定の

状 況

遺跡

遺物

伴出遺物 不 明 由土状況 不 明
文  献

高橋邦彦「銅鉾。古墳」『文化財
協会報』特別号第3集 1958年

遺 跡 の位 置 図 (観音寺 ) 遺 跡 写 真 備 考

錢幽L』個幽幽隆踵藤基譲曽機議.II11滋ゴ轡轡鶉欝驚轡 出土地点に石碑が建てられている。

同行者 片桐孝治

討 I集

調査年月日 11993年 3月 18日

信 紬 調 査 者 1平野芳英・松本岩雄

1918年 5月 27日

銅剣 中細形 b類  2
中細形 C類 4
平形    2

'同

α零

銅矛 中細形 1

標高616m大麻山 (象頭山)の北西麓
(標高90m)に あたる。出土地の北方
には善通寺の平地を望むことができ
る。

東京国立博物館

石谷邦治が雑木林を開墾中に発見。

梅原末治「装飾文のある銅剣に
ついて一備前喩伽山と讃岐瓦谷
の出土品―J『吉備考古コ1951年

遺 跡 の位 置 図 (丸亀 )

現況はミカン畑で、出土地フ点1こ は万柱が

ある。
出土地点の北西側低地には弥生遺跡があ
る。

同行者 笹川龍―・片桐孝治

1993年 3月 17日

平野芳英・松本岩雄



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

香川県善通寺市与北町谷陣山 1942年 ～43年の春

銅剣 平形Hb式  3

銅鐸

銅矛

陣山 (鉢伏山、標高123m)の 南麓丘

陵斜面。峠にあたり、眺望が良い。

奈良多二郎が山林を開墾中に発見。

地下40～ 50cm、 鋒と茎を交互に 3本
重ねてあった。剣の下には20～ 30個
の扁平な河原石を 1紺程の広さに敷
きつめていた。

福家惣衛「香川県出上の銅剣」
『考古学雑誌」374 1951年

遺跡の位 置図 (丸亀)

現在、正確な出土地点は不明。

同行者 片桐孝治

調査年月日 1993年 3月 17日

平野芳英・松本岩雄

香川県善通寺市吉原町我拝師山

銅剣 平形II b式  4

銅鐸

銅矛

我拝師山 (標高481m)の 北麓。出土
地点は標高約100mの 丘陵緩斜面で、
眼下に平野を一望できる。

山林を開墾中に発見。

地下40～ 50cm。 4本が一束になって

東西方向に埋蔵されていたらしい。
寺田貞次「讃岐我拝師山発見銅
剣と善通寺附近の上代文化」『考
古学雑誌』2911 1939年

遺跡の位 置図 (丸亀)

同行者 笹川龍―・片桐孝治

:｀二
1993年 3月 17日

平野芳英 。松本岩雄



香川県善通寺市吉原町我拝師山

銅剣 平形 Hb式  1

銅鐸

銅矛

我拝師山 (標高481m)の 北麓。出土

地点はA地点の西約250mで、A地点

よりやや低い位置。

開墾中に発見。

分銅形土製品 (銅剣発見地の側近か

ら後出)

子供の鍬先にかかったもので、表土

よりあまり深くなく、東西に向いて
いたという。

寺田貞次「讃岐我拝師山発見銅

剣と善通寺町附近の上代文化」
『考古学雑誌』2911 1939年

遺跡 の位 置図 (丸亀)

同行者 笹川龍―・片桐孝治

1993年 3月 17日

平野芳英 。松本岩雄

香川県仲多度郡満濃町長尾字東佐岡

(俗称岩谷)

南に開 く小谷の奥部。丘陵斜面。出

土地の上方には池が造 られてお り、

この谷は湧水がある。

銅剣 平形Hb式  2

'同

α雫

鋼矛

瀬戸内海歴史民俗資料館

地元の農業松下繁―が草刈中に岩の

間か ら一部露出していたものを抜 き

取った。

斜面に大岩が露出しており、その間
から出上したという。 香川県教育委員会編 F新編香川

叢書ど1983年

遺跡 の位 置図 (九亀)

同行者 片桐孝治

1993年 3月 17日

平野芳英・松本岩雄



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

愛琥県東宇和郡
宇和町久枝大窪台

ε同貪」

,同宴畢

銅矛 広形 1
不明 4(現存せず)

二説あり。旧説は大窪台の丘陵上。
新説は谷ケ内遺跡に面した丘陵斜
(写真は新説の地′点)

長山源雄「南予にて発見の銅鉾」
人類学雑誌316 1916年

遺跡の位 置図 (八幡浜・卯之町)

その他に

自ξ::i:3: lξ lが

伝えられているが実態は不明

同行者 鈴木友二郎ほか

1993年 12月 9日

番  号
(武 )

愛城 7
遺跡名 杢所遺跡 所 在 地 愛城県東宇和町宇和町杢所付近 発見年 不 明

青銅器の

種  類

剣
　
　
　
鐸
　
　
　
矛 中広形

立   地
宇和川の沖積平野に面した丘陵の裾
部 (現左は池の堤防)

所有者 杢所八阪神社

管
所

保
場

宇和町歴史民俗資料韓

発見の経緯
四国巡礼の遍路が巡礼の途中に掘 り
出したと伝えられている。

の
況

定指
状

遺跡

遺物

伴出遺物 不明 出土状況 不明
文  献

松岡文―「愛城県下の青銅器」
愛媛考古学 6 1964年

遺跡の位 置図 (八幡浜。卯之町) 遺 跡 写 真 備 考

同行者 鈴木友二郎ほか

穏藻琵癌雲垂生【鸞里:J‖ .界

″

調査年月日 11993年 12月 9日

熱 丁痛 調 査 者 1石井 悠



愛境県東宇和郡宇和H3

清沢観寂寺付近 ?

宇和町歴史民俗資料館 1

松山市立埋蔵文化財センター 1

銅会U 平形 H式  3

銅鐸

銅矛

宇和川の流れるせまい平野に面した

段丘上

宇和町歴史民俗資料館 1

松山市立埋蔵文化財センター 1

松岡文―「愛城県下の青銅器J

(愛城考古学 6)1964年

遺 跡 の位 置 図 (八幡浜・ワH之町 )

実見した銅剣のうち1日 は松山市樋又出
上のものかもしれないという。

同行者 鈴木友二郎ほか

1993と子12月 9日

番  号
聾凄111遺

跡名
1道

後公園山麓遺跡 所 在 地 松山市道後湯月城域内 発見年 1905年

青銅器の

種  類

銅剣 平形 H式 3(現存 1)

銅鐸

銅矛

立   地 山裾
所有者 個 人

管
所

保
場

個 人

発見の経緯 運動場開設中

指定の

状 況

跡
　
物

遺
　
迫還

伴出遺物 な し 出土状況 不明
文  献

上原準―「伊予国道後湯 ノ町発

見の平形銅剣J(考古学卜1)1930

年

遺 跡の位 置図 (松 WJ北部) 遺 跡 写 真 備 考

建

ぃ髪

攣肇

甍

電

翼

嬰

‖

は

同行者 西尾幸則

調査年月日 11993年 2月 8日

調 査 者 1石井 悠



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

道後今市遺跡
松山市道後今市北1053

[一 万市筋 (旧地名)]

銅剣 平形H式

銅鐸

鋼矛

松山城山の東北平地部 (海抜約30m)
東京国立博物館

東京国立博物館

遺跡 の位 置図 (松山北部)

.でずⅢⅢ …盈|

逮選皆ュ絨

同行者 西尾幸則

1993年 12月 8日

松山市造後樋又

銅剣 平形Hb式  7～ 8

銅鐸

銅矛

遺跡

遺物 松山市指定文化財 (考古
資料)2

松岡文―「宇和町の弥生時代の

文化」 (愛城考古学 6)1964年

遺 跡 の位 置 図 (松 山北部 )

た鋼剣は愛城県史の桧垣家 1及び
たる。

禁イil:;邑
4! ilという

同行者 西尾幸則

1993年 12月 8日



愛媛県今治市新谷土居ワキ地

銅剣 細形 (鋒 のみ)1

銅鐸

銅矛

『愛城県え』1986年

遺跡の位 置図 (今 治西部 今治東著働

同行者 岡田敏彦

1993年 12月 10日

番   号
(武 )

愛城 17
遺跡名 保田遺跡 所 在 地 愛媛県越智郡朝倉村下保田1038 発見年 1963年

青銅器の

種  類

式
式

Ｉ

Ｈ

形
形

平
平

銅 矛

立   地 海抜25mの なだらかな扇状地
所有者 文化庁

管
所

保
場

国立歴史民俗博物館

発見の経緯 耕作中の発見

指定の

状 況

跡
　
物

遺
　
遺

伴出遺物 な し 出土状況
先を東北に向け刃を垂直に飼を水平
に発見 文 献 F愛城県史』1986年

遺跡の位 置図 (今治東部・西条)
連」 跡 写 真 備 考

≫
i＼′く

i

同行者 岡田敏彦

調査年月 日 11993年 12月 10日

調 査 者 1石井 悠



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

愛城県越智郡玉川町大字別所

参同会」

銅鐸

銅矛 中広形 2

新池の東南側の標高107mの 山の八

合目付近

国立歴史民俗博物館

農道改善工事に伴う採上の切取り中、
地表下 2mあ たりで発見

『愛城県史ど1986年

遺跡 の位 置図 (今治西吉D

同行者 岡田敏彦

1993と千12月 10日

愛城県東子市旦之上大黒山

銅剣……または文

,同鐸

銅矛 1

どちらも
所在不明

大明神川の沖積地 を臨む標高392m
の山の頂上から尾根 を少 しくだった

ところ。

大黒山の抜け崩れたところか ら農夫

が掘 り起こした。

松井知衡「必笑雑話コ1826年

遺跡の位 置図 (西 条)

同行者 岡田敏彦

1993と辛12月 10日



愛城県東予市広岡竹谷

銅剣 平形 I式

εttf畢

9同 舅砕

中山川の沖積平野に面した丘陵先端
の独立丘陵の背後

『東子市史』1987年

遺跡の位 置図 (西条)

同行者 岡田敏彦

調査年月日 1993と千12月 10日

愛嬢県周桑郡丹原町願蓬寺扇田

中山川が形成 した扇状地上。

銅剣 中細形 a類  1

銅鐸

銅矛 古い湧水池を拡張中に、地下約 2m
から偶然発見。

『東子市史倒1987年

遺跡 の位 置図 (西条)

出土地点に道路 を挟んでA、 Bの 2説あ

り。 (写真はB地点 )

同行者 岡田敏彦

調査年月日 1993年 12月 10日



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

愛城県東子市福成寺天神谷

銅剣 平形 I式

銅鐸

銅矛

大明神川の沖積平野に開口する小扇

状地の扇頂部 (標 高約73m)

京都国立博物館 5

越智数美 1

京都国立博物館
越智数美

木材搬出用の道路を補修中に出土

地表下約50cmの ところか ら一括出

扁平な花蘭岩を数個並べておき、そ
の上に銅剣を置いたと推定される。 『東子市史』X987年

遺跡の位 置図 (西 条)

同行者 岡田敏彦

1993年 12月 10日

松山市祝谷 6丁 目

銅剣 平形 H式

銅鐸

銅矛

松山市教育委員会

松山市立埋蔵文化財センター

平面プラン長楕円形を呈する埋納羨
内より検出された。
埋納時には刃部を北に向け、垂直に
埋納されていたと、調査者は推定し
ている。

松山市教育委員会『視谷六丁場
跡―調査報告 1-』 1991年

遺跡の位 置図 (松山北部)

1993年 12月 10日

422



ホコノコシ遺跡
高知県高岡郡
窪川町作屋ホコノコシ

銅鐸

銅矛 中広形 H式  ユ

(鋒根」半分 )

四万十サ
'|に

面 した月ヽ さい谷のゆるや
かな南向き斜面。

高知県立歴史民俗資料錦

高知県立歴史民俗資料館

岡本健児「高知県発見の銅矛に
ついて」F高知の研究』1 1983
年

遺跡 の位 置図 (窪サ〕|)

市生原所在高賀茂神社所蔵の銅矛 6本の

うち、袋部だけのものと同一個体の可能
性を指摘する旨あり。

同行者 田井泰雄・武田正一

1993年 11月 15日

足立克己・鳥谷芳雄

西 ノ川口遺跡

0同会J

銅鐸

銅矛 広形   4
中広形  1

四万十サIIに 注 ぐ支流が形成 した小 さ

な谷の南向き斜面。

高知県立歴史民俗資料館

高知県立歴史民俗資料館

山裾に沿って水路をつくるため、斜
面を削った際に出土。 遺跡 なし

遺物 なし

地表下約18mの ところから、斜面の

等高線に直交する形で、刃を立てた
状態で出土。広形 4の間に中広形 1

を打ちちがえて並べる。

岡本健児「埋納穴を有せる銅鉾
形祭器」『季刊 どるめ ん』 7

1975年

遺 跡 の 位 置 図 (窪ナ11)

1970年 出土地点を発掘調査。埋納坑の一
部を検出。埋納坑は最大幅92cm、 穴上部
126cm、 日径62cm、 深さ104cmの 袋状小竪
穴。

同行者 田井泰雄・武田正一

1993年 11月 15日

足立克己・鳥谷芳雄

423



第 2章 青銅器埋納遺跡調査表

番  号
(武 )

高知12
遺跡名 根々崎遺跡 所 在 地 高知県高岡郡窪川町根々崎 発見年 1657年

青銅器の

種  類

銅鐸

銅矛 中広形 4、 広形 1

立  地

四万十川と支流、東又川の合流点に

形成された盆地の中の、両河川に挟
まれた丘陵西側山裾に位置する

,中有者 高岡神社

管
所

保
場

高岡神社

発見の経緯 用水路掘割中に発見

の
況

定指
状

遺跡

遺物

伴出遺物 な し 出土状況 不 明
文  献

岡本健児『高知県史倒考古編
1968年

遺跡の位 置図 (窪
'II)

遺 跡 写 真 捕 考

題

エ

。中広 2本は鋒部欠損残 り2本は折れた

ところを鉄板を打ちつけて、鋲で幾箇
所も止めて接続

0耳に後世、円形の穿孔
。広形 1本 も刃部中程を鉄板で補強

同行者 田井泰産・武田正一

調査年月日 11993年■月15日

調 査 者 1足立克己・鳥谷芳雄

高知県須崎市波介

新荘川支流坂ノ川の沖積地に向かっ
て開口する小さな谷の商向き斜面

銅剣
(を三籐| :総彰:露

◆同α睾

銅矛

鋒を西、茎を束の方向に向け、ほぼ

水平に上から2号、 3号、 1号の順
に重ねる。

文化財保護委員会
「高知県須崎市波介出土細形銅剣」
『埋蔵文化財要覧』2 1959年

遺 跡 の位 置 図 (須崎 )

。1号 全長50 5cm
●2号 全長36 8cm

刃部中程で二つに折れる元翼部に穿孔

あり
03号 全長37 5cm

元翼部に双孔あり

同行者 香崎和平

1993年 11月 16日

足立克己・鳥谷芳雄



多ノ郷飛田遺跡

9Π金畢

鋼矛 中広形H式 1

中広形Π式または広形 1(ど
ちらも所左不明)

桜川の沖積地に突き出した舌状の山
丘の先端部で、尾根上の平坦面の先
端。

おそらく山畑の開墾に伴うものと思
われる。

遺跡 の位 置図 (須崎)

同行者 香崎和平

1998年 11月 16日

足立克己・鳥谷芳雄

番  号
督粛181遺跡名

1癸
絡遺跡 所 在 地 高知県吾川郡伊野町天神溝田 発見年 1959年

青銅器の

種  類

銅剣 中細形 a類  1
業部に双了しあり
身中央で折れ曲がる

銅 矛

中広銅支 (内 は欠損 )

立  地
仁淀川の支流の宇治

'IIが

形成した沖
積地の南辺山裾に位置

所有者 森本鶴吉

管
所

保
場

森本鶴吉

発見の経緯 宇治川の治水工事作業中

指定の

状 況

遺跡

遺物

伴出遺物

青銅器出土地点の約50m下流で、青
銅器が包含されていた層と同じ灰色
粘土層から弥生後期後半の上器とと
もに炉跡状の遺構発見。

出土状 況 5m間隔で出土
文  献

岡本健児「高知県伊野町天神出
上の銅剣・銅曳」『高知県文化財
調査報告書』第12集  1962年

遺 跡 の位 置 図 (伊野 ) 遺 跡 写 真 備 考

オ窪

商東背後丘陵上に高地性集落あり

同行者 岡本健児

調査年月 日 11993年 ■月14日

調 査 者 1足立克己・鳥谷芳雄


